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第 48回（公社）砂防学会シンポジウム開催概要 

テーマ「都市砂防の現状と課題」 

 

１．目的 

2014年 8月に広島市内において発生した豪雨災害では死者 77名という甚大な被害が生じ

た。この広島では 1999年 6月にも死者・行方不明 32名という土砂災害が発生し、土砂災害

防止法制定の契機となったことは広く知られているところですがなぜこのような甚大な土

砂災害が繰り返されたのであろうか。 

近年、我が国においては土砂災害発生危険度の高い中山間地で人口減少が進む傾向にあ

り、限られた財源とマンパワーを防災に対していかに活用するかが課題となることが多い。

また、広島をはじめとするいくつかの大都市周縁部においては人間活動の場が今も拡大を

続けている。このため、発災状況は中山間地とは大きく異なっていると考えられる。広島の

ような大都市地域の砂防が、今後いかにあるべきかを考えることは、これからの都市の健全

かつ持続可能な発展のために不可欠であろう。本シンポジウムでは、広島の災害調査から明

らかになった都市部がもつ土砂災害に対する脆弱性を検証するとともに、都市砂防のモデ

ルとして神戸を取り上げ、いつか来る土砂災害に対して国や地方自治体のあるべき取り組

みと残されている課題とその解決策について議論するものである。 

 

２．主催・後援・協賛 

主 催：（公社）砂防学会 

後 援：国土交通省、林野庁、兵庫県 

協 賛：（一社）全国治水砂防協会、（一財）砂防・地すべり技術センター 

（一財）砂防フロンティア整備推進機構、（一社）斜面防災対策技術協会 

（一財）河川情報センター 

 

３．日程 

シンポジウム 平成 28年 10月 26日（水） １３時３０分～ 

兵庫県民会館 けんみんホール 

〒650-0011 神戸市中央区山手通 4-16-3 

(TEL：078-321-2131 FAX 078-321-2138） 

 

意見交換会     １８時～１９時３０分予定 

兵庫県民会館 パルテホール 

 

現地見学会   27日（木） 
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４．シンポジウム（10月 26日（水）） 

・受  付 12：30～13：30 

・開  会 13：30～13：40 

   ・開会挨拶   里深 好文  

第 48回（公社）砂防学会シンポジウム実行委員会委員長 

・主催者挨拶  丸谷 知己 （公社）砂防学会会長 

・来賓挨拶   西山 幸治 国土交通省水管理・国土保全局砂防部長 

    井戸 敏三  兵庫県知事 

・基調講演 13：40～14：20 

「広島災害から都市砂防を考える」 海堀 正博 広島大学教授 

・休憩 

・話題提供 14：30～15：30 

14：30～14：45 「国土交通省六甲砂防事務所における都市砂防の現状と課題」 

石塚 忠範 国土交通省近畿地方整備局六甲砂防事務所長 

14：45～15：00 「兵庫県における都市砂防の現状と課題」 

髙谷 和彦 兵庫県県土整備部土木局砂防課長 

15：00～15：15 「神戸市における都市砂防の現状と課題」 

     林  泰三 神戸市建設局防災部長 

15：15～15：30 「電波を使う最新の降雨計測技術」 

大石  哲 神戸大学都市安全研究センター教授 

・休憩 

・パネルディスカッション 15：40～16：50 

コーディネーター 

   里深 好文 立命館大学教授 

パネラー 

   石塚 忠範、大石  哲、髙谷 和彦、林  泰三 

・閉会 16：50～16：55 藤田 正治 （公社）砂防学会専務理事 

  

５．現地見学会   27日（木） 

※現地見学箇所は,下記の 2コースを設定しております。 

※いずれのコースも工事現場での見学が含まれるため,各自で長靴などの用意をお

願いします。 

 

＜六甲砂防見学コース＞半日コース 9：00ＪＲ三ノ宮駅発、12：00ＪＲ三ノ宮駅着 

既設堰堤の補強工事、グリーンベルト整備事業、阪神淡路大震災で崩壊した斜面

対策等 
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＜丹波コース＞１日コース 8:30ＪＲ三ノ宮駅発、15:40ＪＲ三ノ宮駅着 

 平成 26年 8月豪雨による土砂災害復旧・復興事業箇所ほか 

 なお、丹波コースは昼食をとれるレストランがなく、食中毒等の心配から弁当・お茶を参

加者全員にあらかじめ学会で手配いたします。そのため、料金は参加費 5,000円に弁当・お

茶代 1,000円を加算した 6,000円となっています。ご了承ください。 

 

６．参加費 

（１）シンポジウム 参加費一般 3,000円、学生無料 

   （参加費に講演集を含む。）学生にも無料配布か？ 

（２）意見交換会 6,000円 

（３）現地見学会（10月 27日） 

  ＜六甲砂防見学コース＞ 4,000円（昼食前に解散） 定員 30人 

＜丹波コース＞  6,000円（弁当、飲料水代 1,000円含む）定員 40人 
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７．第 48回（公社）砂防学会シンポジウム実行委員会 

委員長 里深 好文 立命館大学理工学部教授 

委 員 中谷 加奈 京都大学大学院農学研究科助教 

委 員 長井 隆幸 国土交通省水管理・国土保全局砂防部 

砂防計画課地震・火山砂防室長 

委 員 犬丸 潤 国土交通省近畿地方整備局河川部建設専門官 

委 員 石井 康彦 林野庁近畿中国森林管理局計画保全部治山課長 

委 員 石塚 忠範 国土交通省近畿地方整備局六甲砂防事務所長 

委 員 髙谷 和彦 兵庫県県土整備部土木局砂防課長 

委 員 太田雄一郎 兵庫県農政環境部農林水産局治山課長 

委 員 林  泰三 神戸市建設局防災部長 

委 員 西川 友章 国際航業株式会社 防災部西日本砂防グループ 

調査チームリーダー 

委 員 杉浦 信男 公益社団法人 砂防学会事務局長 

（敬称略） 

 

８．参加申し込み等 

 ◇申込方法など 

 シンポジウム，意見交換会および現地見学会の参加申し込みの受付事務局は砂防学会事務

局が担当いたします。 

 申し込みは学会ホームページからお願いいたします。支払い方法はクレジット支払いとコ

ンビニ支払いを準備しましたが、どうしても上記により難い場合は学会事務局杉浦までメ

ールにてご連絡ください。sugiura-n2un@r3.dion.ne.jp 

 コンビニ支払いの場合は，申し込み後８日以内に支払いを済ませて下さい。シンポジウム

当日は念のため支払時の領収書等控えをご持参下さい。 

 シンポジウムのみの参加は当日申し込みも可能ですが，座席定員の関係から当日参加をお

断りする場合がありますので期限内にお申し込み下さい。 

 

 ◇申込締切日   平成 28年 10月 14日（金） 

 なお，定員になり次第締切らせて頂きますので，あらかじめご了承下さい。 

  

◇取り消し，変更について 

 参加申込みの取り消し・変更はできません。ご入金後は「返金いたしません」のでご注意

の程お願いいたします。また期日までにご入金がなかった場合には申し込み は無効となり

ます。 
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９．問い合わせ先 

 （公社）砂防学会事務局 杉浦，大久保，若原  

〒102－0093 東京都千代田区平河町 2-7-4  砂防会館別館 A 棟３階 

TEL 03-3222-0747  FAX 03-3230-6759 

E-mail : sugiura-n2un@r3.dion.ne.jp 

 

10．会場までの案内 

 


